外國語文學系－日本語文學組三年級　　中級日語
Ⅰ．単語（10％）

次の①から⑩の単語について、正しい読み方をＡからＤの中から１つ選びなさい。

①貿易　Ａ：まおい　　　Ｂ：ぼうい　　　Ｃ：ぼうえき　　　Ｄ：まおえき
②歴史　Ａ：れしき　　　Ｂ：れきし　　　Ｃ：りいしい　　　Ｄ：しれき

③指輪　Ａ：さしわ　　　Ｂ：さしりん　　Ｃ：ゆびりん　　　Ｄ：ゆびわ

④離婚　Ａ：りこん　　　Ｂ：りふん　　　Ｃ：はなこん　　　Ｄ：けっこん
⑤手袋　Ａ：てぶくろ　　Ｂ：しょうたい　Ｃ：てたい　　　　Ｄ：しゅぶくろ

⑥品物　Ａ：ぴんぶつ　　Ｂ：ひんもの　　Ｃ：しなもの　　　Ｄ：びんふつ
⑦石油　Ａ：せきあぶら　Ｂ：せきゆ　　　Ｃ：いしあぶら　　Ｄ：いしゆ
⑧操作　Ａ：そうさく　　Ｂ：みさおさ　　Ｃ：そうつくり　　Ｄ：そうさ
⑨都合　Ａ：とごう　　　Ｂ：つごう　　　Ｃ：みやこごう　　Ｄ：とあい
⑩大工　Ａ：だいこう　　Ｂ：だいく　　　Ｃ：おおこう　　　Ｄ：おおく
Ⅱ．助詞（10％）

次の（①）～（⑩）にふさわしい助詞をＡからＪの中から１つ選びなさい。ただし、重複してはいけません。

　　　　　Ａ：が　　　Ｂ：の　　　Ｃ：と　　　Ｄ：で　　　Ｅ：も
　　　　　Ｆ：は　　　Ｇ：とか　　Ｈ：を　　　Ｉ：から　　Ｊ：に
ａ．中華大学に（①）多くの学生がいます。
ｂ．日曜日（②）昼は家族で食事をします。
ｃ．夜８時（③）過ぎたら家にいますので、電話をしてください。
ｄ．冬なのにクーラー（④）ついています。
ｅ．無事、約束の時間（⑤）間に合いました。
ｆ．時間が来ました。会議はこれ（⑥）終わりにしましょう。
ｇ．将来は中華大学で勉強しよう（⑦）考えています。
ｈ．毎日、日本語のラジオ（⑧）、歌謡曲（⑧）を聴いています。
ｉ．豆腐は大豆（⑨）作ります。
ｊ．時間（⑩）ないし、予算（⑩）ないので、夏休みは旅行しないことにした。
Ⅲ．読解（30％）
次の文章を読んで、以下の設問に答えなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なつめそうせき
　今から100年前、文部省の第一回公費留学生としてイギリスに渡った夏目漱石に与えられた使命は、英語教授法を学ぶことだった。開国して30年あまり、近代文明と科学技術の摂取の手段として重用されたのは、もっぱらお雇い外国人だったが、この時期にいたって自前でその近代化の担い手を育てることが国家的使命となる。（　①　）先兵のひとりとしてイギリス留学の命を受けた漱石は、英語教授法の習得という課題に不信を抱きつつも、それに英文学の研究というテーマをつけ加えることで、ロンドンに向かった。

　当初漱石はケンブリッジかオクスフォードで留学生活を送ることを考えていたが、金銭的問題や30歳を超えた自らの年齢などに鑑みて、結局ロンドンでほとんど自学自習の生活を送ることに（　②　）。もちろん金銭的という面からみれば、スコットランドなどへ行くことも考えられたけれど、（　③　）英語の勉強という点であまりふさわしくない。彼自身の言葉を借りるならば、「英語を練習する地としては甚だ不適当なるを以て思ひ留まる」のである。漱石はともかく（　④　）英語を学びたかったのだろう。
　　（小林章夫『イギリス英語の裏表』筑摩書房、2001年、より。ただし、表現を一部変更した）

１．①から④に最も適したものをＡからＤの中から１つ選びなさい（９％）。

①　Ａ：あの　　　　　Ｂ：この　　　　　Ｃ：その　　　　　Ｄ：どの  

②　Ａ：しない　　　　Ｂ：しなかった　　Ｃ：する　　　　　Ｄ：やる
③　Ａ：それゆえ　　　Ｂ：それでは　　　Ｃ：そのため　　　Ｄ：そこで
④　Ａ：田園地帯の　　Ｂ：特別な　　　　Ｃ：過疎地帯の　　Ｄ：標準的な
２．⑤から⑩の内容で正しいものに〇、正しくないものに×をつけなさい（21％）。

⑤　夏目漱石は文部省の第二回公費留学生に選ばれた。
⑥　文部省より夏目漱石に与えられた使命は英文学の研究だった。
⑦　近代文明と科学技術の摂取の手段としてお雇い外国人が重用された。

⑧　夏目漱石はケンブリッジ大学で留学生活を送った。
⑨　夏目漱石はオクスフォード大学に入学した。
⑩　金銭的な問題から夏目漱石はスコットランドに住んだ。
Ⅳ．翻訳（20％）　　　　
１．次の日本語を中国語に訳しなさい（10％）。
①天気予報によると、明日は雪が降るそうです。
②すみませんが、安倍さんに明日の会議は午前９時からだと伝えてください。
２．　次の中国語を日本語に訳しなさい。日本語の訳文は「だ・である体」、「です・ます体」どちらを使用してもよいが、いずれか片方だけにすること（10％）。
③若明天您有時間的話，是否可以讓我至府上拜訪？
④我已經讓問卷調查公司去調查新的化妝品是否受歡迎。

Ⅴ．作文（30％）

日本語を使って360字から400字の間で台湾の紹介を書きなさい。作文に際しては「だ・である体」を使用しなさい。なお、題目を書いてはいけません。                       

